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令和 8年 3月バージョンアップのご案内 

 

 

あ 拝啓 貴所益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。毎度格別のお引立てに預かりありがとうございます。 

さて、KEMPOSに関し、以下の点につきバージョンアップを行いますのでご案内申し上げます。 

 

１．出願台帳にあるインポート/照合機能に特許庁 APIからの取込を追加しました。 

出願台帳にあるインポート/照合機能について、現在のバージョンでは特許情報標準データを変換した弊

社データベースを参照していますが、特許庁の特許情報取得 APIを使用した特許庁データを参照する機

能も追加しました。利用には無料の特許情報取得 API利用登録が必要ですが、直接特許庁に接続するた

め正確でタイムリーなデータを取り込めますし、外国意匠にも対応しています。利用登録については以下

の URLを参照してください。 

「APIを利用した特許情報の試行提供」 

https://www.jpo.go.jp/system/laws/sesaku/data/api-provision.html 

 

２．関連出願にツリー構造表示を追加しました。 

関連出願の親子関係をグラフィカルに表示する機能を追加しました。親子関係を表すフラグの設定を行う

事で親子関係に絞った関連出願を画像で表示する機能を追加しました。 

 

３．ユーザー様からご要望を頂き、２つのオプションソフトを用意しました。 

・国内公開データの一括インポートツール（まとまった数の中途受任案件を一括インポートできます） 

・識別番号・包括委任状番号の取込ツール（顧客台帳及び顧客包袋への自動登録ができます） 

 

これらの追加機能とオプションソフトについては、先にファックスにてお知らせしましたようにオンライ

ンにてご説明を差し上げております。実際の機能を確認したいユーザー様は弊社ホームページの CONTACT

からか、support@kempos.co.jpまでメールにてお申し込みください。 

 

バージョンアップ内容の詳細につきましては、弊社ホームページに近日中に掲載いたします。 

(弊社ホームページ：https://www.kempos.co.jp/) 

 

尚、今回のリリースは Ver950となります。 

 

                                            敬具 

 

mailto:support@kempos.co.jp
https://www.kempos.co.jp/


１ KEMPOSの動作環境について、以下の点にご注意下さい。 

１．Ver810(32bit 版 Office 専用)までの方は今後に備えてバージョンアップ

をご検討下さい。 

最近、新しくパソコンを入れ替えたユーザー様で「KEMPOSがエラーになる」という連絡を頻繁に頂いて 

います。パソコンを新規購入しますと 64bit 版 Officeが標準仕様となっていますので、上記バージョン

の KEMPOSはそのままでは使用できません。一旦 64bit版をアンインストールして 32bit版を再インスト

ールして頂く手間が必要となります。弊社で作業する場合、作業費も発生します。最新版はどちらでも動

作しますので、今後に備えて、今回のバージョンアップを是非ご検討下さい。 

２．サポートが終了している Office 2019以前の環境では動作しません。 

本バージョン(Ver950)を含む Ver820以後の KEMPOSは、Microsoft社がサポートしている Office 2021以

後の環境でのみ動作します。サポートが終了している Office 2019以前の環境では動作しなくなりますの

で、予めご確認ください。 

※Office 2021についても 2026年 10月でサポートが終了しますのでご注意ください。 

 

２ 祝日休日を考慮して期限管理をされているユーザー様について 

Ver820以後をお使いのユーザー様に関しましては、内閣府が提供する 2026年の CSVデータを、ユーザー

様ご自身で取り込んでいただくようお願いいたします。 

 

 

  



 

目  次 

 

（１） 新しい機能を追加しました 

 

1. インポート・照合機能の参照先を従来の弊社データベースに加えて、特許庁 APIを使用して特許庁の

データも参照できるようにしました。正確でタイムリーなデータを取り込め、国際意匠に対応します。 

2. 関連出願のツリー表示に親子関係をグラフィカルに表示する機能を追加しました 

※WINDOWSと OFFICEの組み合わせ環境によって表示できないことがあります。 

 

（２） 特許管理 

 

3. みなし取下げの対象出願を起動時に自動検索する機能を追加しました 

4. 顧客台帳の年金管理２を追加して、年金期限設定条件を「共願時」または「内外」のように複数の条

件を組み合わせられるようにしました 

5. GC_WO特許の年金起算日を移行年の翌年の3/31で設定出来るように GC_WO型2の区分を追加しました 

6. 外国検索の番号を選択できるようにしました 

7. 文書書式の書式型を編集できるようにしました 

8. 持分の分子、分母を出力する編集コードを追加しました 

9. 納付年を出力する編集コード PYに US特許の場合には 0.5をプラスする拡張コードを追加しました 

10. 審判請求後でも拒絶理由通知が来た場合は、その応答期限と同日に分割出願期限を更新するようにし

ました 

11. IMPORT 機能にて外内マドプロ商標を取り込んだ際、登録日には国際登録日を設定しないようにしまし

た 

12. 受任台帳でも持分を入力できるようにしました 

 

（３） 便利なオプションツールを用意しました 

 

① 国内公開データの一括インポートツール 

中途受任時に国内公開案件の初期データを一括で作成するためのものです。EXCEL で「法分類」「出願番

号」「整理番号」を入力したシートを作成し、法分類＋出願番号で弊社が作成している特許情報標準デー

タベースの照合結果からまとめてインポートするものです。従来１件ずつインポートする機能は設けてい

ましたが、複数件をまとめて中途受任した場合に効率的に初期データ登録を行うことができます。 

 

② 識別番号・包括委任状番号取込ソフト 

通常の取込ソフトは出願台帳に対して書き込み、包袋登録していましたが、今回新たに、識別番号・包括

委任状番号の付与通知書を取り込んで、顧客台帳及び顧客包袋に登録するソフトを作成しました。出願人

に紐づく書類として顧客台帳及び顧客包袋で管理できるようになります。 

 

※この２つのオプションソフトは今回のバージョンアップと同時お申し込みの場合に限り、それぞれ通常

価格６０，５００円のところ限定価格３６，３００円にて提供させて頂きます。（年間サポート料の追加は

ありません） 

  



（１） 新しい機能を追加しました 

 

１．インポート・照合機能の参照先を従来の弊社データベースに加えて、特許庁 APIを使用して特許庁のデータも 

参照できるようにしました。正確でタイムリーなデータを取り込め、国際意匠に対応します。 

 

・従来の弊社の特許情報標準データを使用したものにプラスして特許庁 APIを使用したものを追加しました。 

下記で青色の部分が従来の特許情報標準データを使用したもので、緑色の分が今回追加した特許庁 API 

を使用したものです。それぞれ Checkと Importがあります。 

 

 ・特許庁 APIには１日の使用回数に制限があり、現状の１日のアクセス数は以下となっています。 

  

API の種類と日次の上限アクセス回数（回／日） 

----------------------------------------------------------- 

１ 特許経過情報 400 

２ シンプル版特許経過情報 400 

３ 特許分割出願情報 30 

４ 特許優先基礎出願情報 30 

５ 特許申請人氏名・名称 200 

６ 特許申請人コード 200 

７ 特許番号参照 50 

８ 特許申請書類 100 

９ 特許発送書類 100 

10 特許拒絶理由通知書 100 

11 特許引用文献情報 50 

12 特許登録情報 200 

 

 ・照合(Check)及び取込(Import)で使用している APIは以下のとおりです。 

(Check) 

特許経過情報 400 

特許登録情報 200 

 

(Import) 

特許経過情報 400 

特許登録情報 200 

特許引用文献情報 50 

 

  したがって、Checkは 200回、Importは 50回が上限となります。 

 

 

  



 

以下、Import,Checkの順に説明してゆきます。 

 

 ・Importの場合は、なにも読み込まれていない状態である事が必要です。 

 

   特許情報標準データ(弊社 DB)         特許庁 API 

 

 

 

 

 

 

 

最初に「Import」次に「Check」について、両方を比較する方式で説明します。 

 

 両方の違いは以下のとおりです。 

 ・標準データにあって、特許庁 APIにない項目は以下のとおりです。 

  特許庁 APIの対象となる情報期間は以下のとおりで標準データを全てカバーしているものではありません。 

特許: 2003年 7月以降 

意匠・商標: 2000年 1月以降 

これよりも前の案件は検索できません。 

  実用新案案件 

  請求項の数（一部の案件） 

 （不足分を標準データから取り込むオプションを Trueにすることで不足分はカバーできます） 

 

 ・標準データになくて、特許庁 APIにある項目は以下のとおりです。 

  特許庁 APIは毎日で標準データは週一回ですので、特許庁 APIの方が反映されるのは早いです 

  国際意匠案件 

  引用文献リスト 

 ・動作は、特許庁 APIの方が遅いです。（Check,Importどちらも弊社の環境で 10秒程度です） 

・操作方法について、違いはありません。 

 

 

 

  



 

①Import 

 Importについて説明します。 

 最初に弊社の「特許情報標準データ」データベースから取込した場合、次に「特許庁 API」で JPlatPat 

データベースから取込した場合について説明します。 

 

①－１．弊社の「特許情報標準データ」データベースからの取込。 

 特許の出願番号「2021-000102」をインポートします。 

 整理番号を入力して「書き込み」します。 

 出願人が登録されていない場合は、自動で登録します。 

 

・特許情報標準データの「Imp」ボタンで開いて、特願 2021-000102で読み込んだ画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・出願台帳へ出力後の出願台帳画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・出願人です。 

 顧客台帳へ未登録の出願人でしたので、自動で登録されています。 

 顧客 Refは「_(アンダーバー)」＋顧客 ID(5桁)で設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・出願経過です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関連出願です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

①－２．特許庁 APIでの取込。 

 特許の出願番号「2021-000102」をインポートします。 

 整理番号を入力して「書き込み」します。 

 出願人が登録されていない場合は、自動で登録します。 

 

・特許庁 APIの「Imp」ボタンで開いて、特願 2021-000102で読み込んだ画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

②Check 

 

同一の案件をそれぞれで Checkしたものです。 

取り込んだデータで請求項の数を変更して比較しました。 

不一致の部分を赤字で表示するようにしています。 

 

・特許情報標準データ 

 請求項の部分が赤になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・特許庁 API 

 請求項の部分が赤になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２．関連出願のツリー表示に親子関係をグラフィカルに表示する機能を追加しました ※注 1 

 

KEMPOSの関連出願には様々な関連する出願が入力されています。 

・優先権 

・分割出願（変更出願、継続出願等を含む） 

※以後、分割出願といった場合は変更・継続等を含むものとします。 

・PCT及び EPC指定国 

・PCT及び EPCの移行国での他の移行国 

・IDSの監視対象案件 

・その他関連する案件 

 

そのなかで、自身が一部となっているファミリー（優先権・分割出願・指定国）について抽出し、 

それをツリー構造で表示するものです。明確な親子関係にないもの（IDS監視対象等）はツリー構造 

には含めません。それによって明確な親子関係を把握できるようにするためのものです。 

８階層まで表示します。 

 

（１）事例 

１．ファミリーのみで構成される案件 

２．ファミリーの他に、ファミリーに属さない IDS監視先がある案件 

３．複数の国内出願を基礎とする PCT出願の案件 

 ３－１．１つの日本出願からみた場合のツリー構造 

 ３－２．３つの基礎のある PCT出願からみた場合のツリー構造 

４．優先権の基礎が自所以外の案件（他所から PCT出願を引き継ぎ、外内案件等） 

５．米国バイパス出願（PCT移行と組み合わせ） 

６．ＣＮ→香港出願 

７．国内関連意匠 

８．国内出願→PCT出願→EPC出願→分割出願 

９．リンク先への切り替え 

 

（２）設定と修正事項 

 

１．関連出願種別 

２．出願台帳 

３．関連出願 

 

  



 

（１）事例 

 

１．ファミリーのみで構成される場合 

 

・ＰＣＴ出願を例として説明。 

 出願台帳に「ルート出願」区分を追加。ルートのトップになる案件をオンに設定。 

 このＰＣＴ出願は国内出願を優先権主張したものなのでルート出願ではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関連出願 

 関連出願に「子 FG」区分を追加。本出願からみて子となる場合に Trueに設定。 

 分割出願、移行先等が対象。ファミリーは Trueとしない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・「Tree表示」で表示されるツリー。従来のもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「Tree構造」で表示されるツリー。本件を含めて全体の構造を表示。レベルで色を変える。 

 ツリーの中のどこでも全体を表示。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

２．ファミリーの他に、ファミリーに属さない IDS監視先がある場合 

 

下記の案件(180225WO/US)を例として説明します。 

 

最初の出願：180225 

180225を優先権の基礎とする PCT出願：180225WO(自身(180225-WO/US)の親でもあります) 

180225WOを親とする PCT指定国出願：180225WO/CN,180225WO/US,180225/NZ 

180225WO/USを親とする分割出願：180225WO/US-D 

180225WO/US-Dを親とする分割出願：180225WO/US-D-D 

以上までは、ファミリーとなります。 

IDSの監視対象である案件：180224 

こちらは、ファミリーではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・こちらを従来のツリーで表示すると以下のようになります。 

  自身(180225WO/US)を中心にして関連を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・こちらをツリー構造で表示すると以下のようになります。 

 自身(180225WO/US)を含めてファミリー全体を表示します。 

 180224は IDSの監視対象ですが、ファミリーではありませんので、含まれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

３．複数の日本出願を基礎とする PCT出願の場合 

 ３－１．１つの日本出願からみた場合のツリー構造 

 

３件の国内出願をもとにした PCT出願の場合 

180226,180227,180228の３件の国内出願を基礎とした PCT出願の場合 

その中の１つの国内出願をツリー構造表示したものです。 

これを基礎とする PCT出願は「パリ優先」となっています。 

180227,180228は親子関係にありませんので、「ファミリー」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・こちらを従来のツリーで表示すると以下のようになります。 

  自身(180226)を中心にして関連を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

・こちらをツリー構造で表示すると以下のようになります。 

 自身(180226)がルートですので、自身の子全体を表示します。 

 180227,180228は親子関係にありませんので、ツリー構造には標示されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 ３－２．３つの基礎のある PCT出願からみた場合のツリー構造 

 

ルートが複数ある場合の表示 

 

３件の国内出願をもとにした PCT出願の場合 

 

180226,180227,180228の３件の国内出願を基礎とした PCT出願の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・こちらを従来のツリーで表示すると以下のようになります。 

  自身(180226WO)を中心にして関連を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

・こちらをツリー構造で表示すると以下のようになります。 

 自身(180226WO)を含めてファミリー全体を表示します。 

 親が３個（180226,180227,180228）ありますので、３個のツリーが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

４．優先権の基礎が自所以外の案件（他所から PCT出願を引き継ぎ又は外内案件等） 

 

・外内出願で、EPの案件を優先権主張して出願したものです。 

 優先権の基礎は KEMPOSに登録されていませんので、この出願をルート出願とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ツリー構造です。ルート出願として設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・180233の分割出願です。 

 原出願は 180233が関連区分「原願(分割)」登録されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・180233-Dのツリー構造です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

５．米国バイパス出願 

 

・米国バイパス出願は「顧客・代理人との連絡」→「バイパス継続手続」にて入力します。 

 

 

 

 

 

 

・バイパス継続手続の入力画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・バイパス継続手続入力後の関連出願です。 

 継続出願が追加されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ツリー構造です。PCT出願の下に指定(PCT)と同列で継続出願として表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

６．ＣＮ→香港出願 

 

・国内出願を優先権主張してパリルートでＣＮ出願し、それを親としてＨＫ出願を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関連出願です。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・ＨＫ出願です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ツリー構造で表示したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

７．国内関連意匠 

 

・D000003-A(基礎意匠) D000003-B(D000003-Aの関連意匠) D0000003-C(D000003-Bの関連意匠) 

 D000003-D(D000003-Cの関連意匠) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ツリー構造の表示です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

８．国内出願→PCT出願→EPC出願→分割出願 

・関連出願は以下のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ツリー構造は以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

９．リンク先への切り替え 

 

アイコンをクリックすることで、リンク先の案件に切り替えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「180226WO/US」のアイコンをクリックすると、指定した案件に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

（２）設定と修正事項 

 

１．関連出願種別 

 

・「子出願設定」を追加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

子出願設定を Trueとしているのは以下の関連区分です。 

------------------------------------------------------------------------ 

33 指定(EPC) 

34 指定(PCT) 

35 指定(CTM) 

36 指定(MP) 

37 指定(事後) 

38 指定(EA) 

39 指定(WO意匠) 

111 変更 

112 分割 

113 継続出願 

114 CIP出願 

115 FWC出願 

116 延長子出願 

117 基礎意匠に係る関連意匠 

121 国内優先 

122 パリ優先 

123 本出願(US) 

141 関連意匠 

142 連合商標 

143 後願特許 

144 類似意匠 

145 再発行先特許 

146 補正新出願 

151 香港子出願 

152 マカオ子出願 

153 韓国子追加商標 

 

 

  



 

２．出願台帳 

 

「ルート出願」を追加。ルート出願となるルールは以下のとおり。 

①優先権日・原出願日が空白の場合 

 基礎がない案件なのでルートと設定する。 

 最初の国内出願。 

 ダイレクト PCT出願（優先権主張のない PCT出願） 

 ダイレクト外国出願（優先権主張のない外国出願） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②優先権日・原出願日が空白でない場合 

 ・関連出願に優先権又は原出願の基礎があり、かつ親出願 ID>0で親出願が KEMPOSに登録されて 

いる場合はその案件はルートではない。 

・関連出願で出願日・番号のみ入力されていて連結先の IDがゼロ(外内の案件又は基礎が他事務所 

の案件の場合）は、そちらを含めればルートではないが、KEMPOSには登録されていないので、 

KEMPOSの管理上ではこれはルートと設定する。 

 

 

 

 

  



 

２．関連台帳 

 

①「子 FG」を追加。 

関連出願種別で子出願設定が Trueの関連種別を選択した時に、Trueに設定する。 

「パリ優先」の子出願設定は Trueなので、子 FGは Trueに設定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②過去の案件の関連区分の変更のルール 

・ここから外国台帳一括作成で作成した場合、関連区分を従来「ファミリー」で登録していたので、 

それを「パリ優先」に変更する。 

・国内優先一括作成の場合も「ファミリー」で登録していたので、「国内優先」に変更する。 

 

 

※注１ 

Windowsと Officeの環境によってはライブラリファイルの関係でツリー表示が出来ない事があります。 

あらかじめご了承ください。 

  



（２） 特許管理 

 

3. みなし取下げの対象出願を起動時に自動検索する機能を追加しました 

・担当者名簿の起動時設定に「みなし起動型」の項目を追加しました。 

毎日一回、毎月曜、毎火曜、毎水曜、毎木曜、毎金曜の起動日が選択できます。 

 

 

・毎日一回に設定した場合、ログイン後に確認画面が表示されます。 

 

 

・OKを選択すると、みなし取下げ対象出願の検索結果が表示されますが、その後メインメニューが開

くため、検索結果は左上に表示されて重ならないようになります。 

 



※みなし取下げの起動時検索を行ったかどうかは、Kmp特許のファイルに記録されますので、担当 ID：

999を入力者として複数の PCで使用している場合には、それぞれの PCで起動時検索が起動します。

どの起動日を指定しても、その PCで最初の起動時だけ検索がかかります。 

 

4. 顧客台帳の年金管理２を追加して、年金期限設定条件を「共願時」または「内外」のように複数の条

件を組み合わせられるようにしました 

・顧客台帳の出願関連タブに年金管理 2の項目を追加しました 

 

このように「共願時」または「内外」に年金期限を設定するというように、年金期限設定の条件を組

み合わせられるようにしました。 

 

5. GC_WO特許の年金起算日を移行年の翌年の3/31で設定出来るように GC_WO型2の区分を追加しました 

・出願種別設定画面で設定した場合、移行年の翌年の 3/31が年金起算日として設定されます。 

      



      
 

6. 外国検索の番号を選択できるようにしました 

    ・出願台帳の「外国検索」押下後の画面で番号種別を変更すると、出願台帳に入力されている対応番号が 

この画面に表示されます。 

  



7. 文書書式の書式型を編集できるようにしました 

各種設定にメンテナンス用のメニューを追加しました。 

 
①文書型の設定について 

       

DocType ：ID番号です。新規作成時のみ設定が可能です。 

名称   ：文書書式で表示される名称です。 

レポート名：印刷機能を使用する際に指定するレポート名になります。 

日付   ：文書書式画面の日付に相当します。 

タイトル ：表題の使用可否を決めるチェックボックスです。 

項目   ：文書書式画面の項目 1～4の使用可否を決めるチェックボックスです。 

宛先   ：宛先タブの使用可否を決めるチェックボックスです。 

後書き  ：後書きタブの使用可否を決めるチェックボックスです。 

Word専用 ：Word専用のチェックボックスですが現状はメモ機能になっています。 

  



 

②修正方法について 

修正する場合にはプルダウンから該当のリストを呼び出します。 

 

呼出しをしたのち Editボタンを押すことで修正が可能になります。 

 

  



 

③新規作成の画面です。 

以下の設定をしてください。 

DocType  ：ID番号になります。表示の際には ID順に並びますので並び順に影響します。 

      新規作成初期値では最大値＋１がセットされますので必要に応じて 

      任意の番号に書き換えてください。 

名称   ：表示する名称になります。 

レポート名：文書書式から印刷する場合に使用します。 

      Word送付状用であれば空白で問題ありません。 

日付   ：文書書式画面の日付と連動します。印刷日の形式で使用しますので 

      すべてのパータンでチェックを入れてください。 

タイトル ：送付状のタイトルになります。 

      レポート印刷時のみ使用しますので必要に応じてチェックを入れてください。 

項目   ：文書書式画面の項目タブと連動します。 

      レポート印刷時のみ使用しますので必要に応じてチェックを入れてください。 

宛先   ：文書書式画面の宛先タブと連動します。 

      レポート印刷時のみ使用しますので必要に応じてチェックを入れてください。 

後書き  ：文書書式画面の後書きタブと連動します。 

      レポート印刷時のみ使用しますので必要に応じてチェックを入れてください。 

Word専用 ：現状メモですのでワード送付状の場合に入れてください。 

 

設定後は Writeボタンを押してください。 

 

  



 

8. 持分の分子、分母を出力する編集コードを追加しました 

編集コード VC系コードの拡張に YMを追加しました。 

標準として「00/00形式」 使用例：{VC101YM} 

拡張コード [ 持分分母を半角 使用例：{VC101YM[ 

拡張コード ] 持分分子を半角 使用例：{VC101YM] 

拡張コード # とすると 00/00形式で全角出力 使用例：{VC101YM# 

拡張コード < 全角の持分分母 使用例：{VC101YM< 

拡張コード > 全角の持分分子 使用例：{VC101YM> 

 

9. 納付年を出力する編集コード PYに US特許の場合には 0.5をプラスする拡張コードを追加しました 

拡張コード「$」を追加。{PY$とすることで US特許の場合に 0.5を追加して表示します。 

 

 

10. 審判請求後でも拒絶理由通知が来た場合は、その応答期限と同日に分割出願期限を更新するようにし

ました 

 

・審判番号が入力されている出願台帳にて拒絶理由通知を入力し 4/30 が応答期限に設定されている

状態で転記ボタンを押します 

 

 

・応答期限を分割出願期限に転記するかどうか確認が表示されます 

 

 

  



 

・OKを選択すると分割出願期限にも応答期限が転記され、分割区分は「分割未定」になります 

 

 

・Kmp取込 3にて Htmlを取り込んだ場合も同様の動作をします 

 

11. Import機能にて外内マドプロ商標を取り込んだ際、登録日には国際登録日を設定しないようにしました 

 

・出願台帳の Impボタンを押して、国際登録番号からマドプロ商標のデータを取り込んだ際、書誌事項

の国際登録日には登録日を取り込みますが、通常の登録日の欄は日本の登録日を設定して管理したいと

いう要望があり、登録日は空欄にしました 

 

  



12. 受任台帳でも持分を入力できるようにしました 

    ・受任台帳の共同出願画面に持分の入力欄を追加しました。 

      

 

・受任台帳の「出願手続」から出願台帳を作成した場合、入力した持分が出願台帳へ反映されます。 

      

 

 

  



 

（３） 便利なオプションツールを用意しました 

 

① 国内公開データの一括インポートツール 

中途受任時に国内公開案件の初期データを一括で作成するためのものです。EXCEL で「法分類」「出願番

号」「整理番号」を入力したシートを作成し、法分類＋出願番号で弊社が作成している特許情報標準デー

タベースの照合結果からまとめてインポートするものです。従来１件ずつインポートする機能は設けてい

ましたが、複数件をまとめて中途受任した場合に効率的に初期データ登録を行うことができます。 

 

・下記のような EXCELファイルを用意します。 

 A：法分類(P,U,D,Tで指定) 

 B：出願番号(年度+連番６桁で指定) 

 C：整理番号(案件に付与する整理番号。既存の入力分を含めた重複不可。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参照ボタンでフォルダを開いて EXCELファイルを読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・読込ボタンで弊社の特許情報標準データＤＢ(以降は「標準データと略します」)から読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

・標準データから読み込んだ一覧です。 

 取り込める案件は Selにチェックが入ります。 

 全てにチェックが入ったら「一括取込」で取り込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・取り込んだ案件です。（特許） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・取り込んだ案件です。（実用新案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・取り込んだ案件です。（意匠） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

・取り込んだ案件です。（商標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

② 識別番号・包括委任状番号取込ソフト 

通常の取込ソフトは出願台帳に対して書き込み、包袋登録していましたが、今回新たに、識別番号・包括

委任状番号の付与通知書を取り込んで、顧客台帳及び顧客包袋に登録するソフトを作成しました。出願人

に紐づく書類として顧客台帳及び顧客包袋で管理できるようになります。 

 

・kmp特許の右上で「顧客番号」を選択し、取込ボタンを押すと顧客番号取込ソフトが開きます。 

    

 

・検索ボタンを押すと、通知フォルダに保存されている HTMLを読み込んで照合結果が表示されます。 

 一括更新ボタンを押すと、エラーのないデータについて顧客台帳のデータが更新されます。 

    

 

・識別番号と包括委任状番号は顧客台帳の出願関連タブに設定されます。 

    
 

 

  



・顧客包袋には読み込んだ HTMLが登録されます。 

    
 

・Excelボタンを押すと下図のデータが出力されます。 

    

 

 

※この２つのオプションソフトは今回のバージョンアップと同時お申し込みの場合に限り、それぞれ通常

価格６０，５００円のところ限定価格３６，３００円にて提供させて頂きます。（年間サポート料の追加は

ありません） 

 


